
 

四十万小学校の服装のきまり 

 

①標準服（デパートや洋品店にあります。） 

 ○標準服の下は、襟付きの白いシャツ（ブラウス、ポロシャツなど） 

＊ボタンをしっかり留めます。 

＊冬期間、寒い場合は、標準服の下にベストやセーターを着たり、 

タイツをはいたりして調節します。 

  ＊標準服からそでやすそがはみ出さないようにします。 

  ＊ベストやセーターの色は、白・黒・紺・灰色です。 

 ○胸にネームを付けます。（注文は学校でします。） 

  ＊ネームはスカートのひもには付けません。 

 ○黄色い安全帽子をかぶります。（ゴムをしっかり付けます。）  

 ○ポロシャツの下に着るシャツは、無地のもの、華美でないものが望ましいです。 

②靴下 

 ○白・黒・紺色の無地またはワンポイント 

    ＊ニーソックスやくるぶしが見える靴下ははきません。 

③ズック 

 ○内ばきは、白色 

 ○外ばきは、色は自由（１年生だけ、教室前の廊下に置き、体育や中庭での活動に使い

ます。） 

④体操服 

 ○上は、半袖の白いトレーニングシャツ 

 ○下は、紺色の短パン 

＊冬期間は、長袖の白いトレーニングシャツ・ジャージ・トレーナー（体育用として

準備）を着用してもよい。（ジャージ・トレーナーの色は、白・黒・紺色で、授業

にふさわしいもの。フードのついていないもの。） 

＊長袖の下着の上に、半袖の体操服を着ることはしません。 

 ○赤白帽は、つばのあるもので、ゴムをつけます。  

 ○冬期間、防寒でタイツをはいている場合は、タイツの上に靴下を 

はきます。（ズックの中ですべらないため） 

⑤水着 

 ○スクール水着（黒や紺色のもの）または、競泳用水着 

    ＊スカートが付いていないもの。（セパレートタイプでもよい） 

  ＊ラッシュガードの着用も可 

   詳しくは水泳学習の前にお便りが出ますのでご確認ください。 

⑥頭髪など 

 ○肩より長い頭髪の場合は、結ぶか留めます。 

 ○髪を結ぶゴムや髪留めは、飾りがなく、黒・紺・茶色（シュシュは使いません） 

  ＊髪を結ぶ場合は、黄色い帽子や体育の帽子をしっかりかぶることができるように、

結ぶ位置にも気を付けてください。 


